
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東北農政局秋田県拠点 

令和５年度版 



あきたで活きるとは 

 

活きるには、農林水産業を生業とし、暮らし、生き生きする、仲間を作る、効果を現すと言

う意味が込められており、そのような秋田で活きる人々に焦点を当て、秋田の地域資源を活用

しながら生き生きと暮らしたり、地域資源を活用することでヒトやモノ・コトの価値が発揮さ

れ、秋田を活かすような取組について、令和５年３月から東北農政局秋田県拠点の WEB サイトで

紹介しています。 

今回、毎月紹介している取組を 1 冊にまとめました。 

 

令和 5 年度 

 

令和 6 年 3 月 
 

Pegasus Hop Farm（横手市） 
ビール好きが高じてホップ栽培をするため横手市へ 

2 月 
 

レンチナス奥羽伊勢株式会社 （八峰町） 

『黒椎茸』のブランディングで、目指すは日本一！ 

1 月 

 

農事組合法人 平沢ファーム（秋田市）  

みんなで創る『みんなのファーム』 

令和 5 年１２月 

 

三吉農園（仙北市） 

地域も巻き込んで、漬物文化を承継したい！ 

１１月 
 

ふかさわファーム（北秋田市） 

祖父母から受け継いだ畑で挑戦 

１０月 
 

柳沢幸子（鹿角市） 

生まれ育った秋田で、新たな花を咲かせたい！ 

9 月 
 

稲とアガベ株式会社（男鹿市） 

風土醸すお酒で、ワクワクと雇用創出 

8 月 
 

森川農園（大仙市） 

子どもの頃に見た秋田の景観を守りたくて 

7 月 
 

宮の羊の牧場（山本郡藤里町）  

白神山地の麓から国産羊肉の生産拡大を目指す! 

6 月 
 

SENTE（秋田市） 

秋田の天然資材を活かし、ブランド力をアップ 

5 月 
 

阿部春華（雄勝郡羽後町） 

自給たい肥を使った循環型農業をやってみたい 

4 月 
 

株式会社 こっこちゃんファーム（山本郡三種町） 

生まれたての法人と共に成長 

3 月 
 

合同会社 秋田里山デザイン（男鹿市） 

耕作放棄地を耕し、種を蒔く 

https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-27.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-13.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-13.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-12.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-2.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-2.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-11.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-1.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-6.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/tiiki/akita/attach/pdf/akitadeikiru-5.pdf


 

 

 

● 

ビール好きが高じてホップ栽培をするため横手市へ 
 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

 

 

▶ これから 

ホップの主な出荷先はホップ農協で

すが、羽後町や秋田市のビール醸造

所のほか、令和６年２月に横手市内に

オープンした知り合いのクラフトビール

醸造所「sunao brewery（すなおブルワ

リー）」にも出荷を開始しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 
●sunao brewery 代表の津川さん（左）と美

頭さん（「sunao brewery」前で） 

 美頭さんは、地元のビール醸造所と

連携し、横手市産のホップで作ったビ

ールを製造・販売することで、ホップの

更なる地産地消の拡大を目標としてい

ます。 

また、ビールを自分の出身地である

東京へ出荷することにより、仕事の繋

がりを作り、秋田のホップを紹介してい

きたいと話していました。 

 

（●印写真：美頭さん提供） 

 

 

 

▶ きっかけ 

東京都出身の美頭さんは、都内の

税理士事務所に勤めていましたが、大

好きなビールに関係する仕事をしたい

と考え、ビール原料であるホップの栽

培に取り組みたいと思っていました。 

税理士事務所を退職後、ホップ産地

である岩手県や秋田県に問い合わせ

たところ、秋田県農業公社から横手市

の紹介がありました。横手市はホップ

農協や大手ビール会社等と連携協定

を結びホップ栽培を振興しているもの

の、担い手不足が進む産地であったた

め、新規就農には良いと思いました。 

そこで、平成 31 年に横手市に移住

し、同市の園芸振興拠点センター新規

就農者向け農業研修に新設された「ホ

ップコース」で２年間の研修を受け、令

和３年には同市大雄地区で後継者の

いない生産者からホップ畑 59ａを引き

継ぎ、新規就農しました。 
 

 

 

 

 

.
 

●引き継いだホップ畑 

▶ 取組 

ホップはつる性の多年草で、花付き

を良くするためつるを１株に４～５本残

し、それ以外の芽はすべて除去しま

す。引継いだホップ畑には、ホップの株

が 1,000 株以上あり、植えてから 40 年

も経過した株からは 200～300 本も芽

が出ることから、芽かき作業が大変だ

そうです。管理作業は、つるの誘引や

後から出てくる余分なつる芽の成長抑

制などやることがたくさんありますが、

手入れをすればそれだけ収量が上が

ることを経験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
●ホップ畑と美頭さん 

横手市大雄地区では、高齢化等で

ホップ栽培をやめる農家が多く、その

農地を引き継いで毎年面積を拡大し、

令和６年は 1.2ha で栽培する予定で

す。また、就農２年目からは、欧米種の

ホップ苗十数品種を栽培し、秋田の気

候や土壌に合う品種の研究をしていま

す。 

大好きなビールに関わる仕事をしたいと、都内の税理士事務所を退職して横手市に移住し、ホップ栽培に取り組んでいる男性
がいます。栽培したホップは、ホップ農協だけでなく県内複数のクラフトビール醸造所にも出荷し、横手市のクラフトビール醸造所
と連携して、横手市産ホップを使ったビールでホップの地産地消の拡大を目指しています。 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和６年３月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

Pegasus Hop Farm 

（横手市） 

代表 美頭
み と う

 皓之
ひろゆき

 
経営概況 

経営面積｜畑：1.2ｈａ 

作   物｜ホップ 

労 働 力｜本人１名 

販 売 先｜大雄ホップ農協、クラフトビール醸造所（羽後町、秋田

市、横手市） 
 ● ● 

Pegasus Hop Farm 



 

 

 

「黒椎茸」のブランディングで、目指すは日本一！ 
あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

おり、その規模の大きさに驚嘆すると

共に、自社の規模の小ささを実感した

そうです。 

そこで同協会では、「黒椎茸」のブラ

ンド化と併せて、10 年後を目途に八峰

町を「しいたけ売上高日本一」にしよう

と目標を立てました。 

今後は、八峰町との連携強化はもち

ろんのこと、新たな栽培技術や収穫作

業時のスマート機器導入等で、目標を

達成したいとの思いを語っていただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
●超肉厚でジューシーな黒椎茸 

 

レンチナスとはシイタケの学名 Lentinula edodes

（レンチナス エドデス）が由来 
 

※【黒椎茸の規格】 

傘の大きさ：直径９㎝以上 

厚さ：3.5 ㎝以上 

傘の巻き込み：１㎝以上 

重さ：90ｇ以上 

 

(●印写真：レンチナス奥羽 

伊勢提供） 

▶ きっかけ 

秋田市で働いていた伊勢さんが、平

成 19 年に転職を考え実家で暮らして

いた際、ひらたけ栽培を行っていた父

親が、新たにしいたけ栽培にチャレン

ジしようとしていました。 

当初、伊勢さんは就農するつもりが

ありませんでしたが、作業を手伝ううち

にしいたけ栽培に夢中になり、自然な

流れで親元就農しました。 

 

 

 

 

 

 

.
 

●ずらりと菌床が並ぶ培養棟 

令和元年に、国及び県の事業を活

用し、栽培棟や菌床製造棟などを増設

したことを契機として、翌年に父親から

事業継承し、従兄の米森さん（現専務）

と同級生の高木さん（現常務）を誘い、

「レンチナス奥羽伊勢」という任意団体

を立ち上げ、令和５年 11 月には、大規

模化を目標に法人化しました。 

▶ 取組 

同社では、他にはないしいたけを作

りたいと２年間試行錯誤を重ねた結

果、ようやく肉厚で大きくジューシーな

美味しいしいたけの栽培に成功し、こ

れを「黒椎茸」と名付けました。 

一般的なしいたけと比べて規格（※）

が厳しいことから、100 個中１個程度し

か収穫できない「黒椎茸」を、八峰町の

ブランドとして全国に広めたいと、クラ

ウドファンディングや YouTube を活用し

て PR 活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 
●YouTube にて情報発信 

また、個々の生産者では限界がある

と考え、令和５年９月に八峰町でしいた

けを栽培する若手の４生産者で八峰町

黒椎茸協会を立ち上げ、メンバーに技

術指導を行い、黒椎茸の生産拡大を

図り、PR 活動を進めた結果、徐々に成

果が現れ、首都圏の大手百貨店でも

取り扱われるようになったそうです。 

▶ これから 

先般、しいたけの産地と言われる岩

手県や徳島県を同協会メンバーで視

察しました。特に生産量が日本一の徳

島県では大規模生産者が多く存在して

代表の伊勢さんは、令和２年に父親の経営するしいたけ栽培の事業継承を機会に、従兄と高校の同級生を誘い「レンチナス奥
羽伊勢」という任意団体を立ち上げ、令和５年 11 月には法人化するなど着実に規模拡大の歩みを進めています。また、令和５年
９月には、地域の若手しいたけ生産者と八峰町黒椎茸協会を設立し、八峰町「黒椎茸」のブランディングに日々奮闘しています。 

 

東北農政局秋田県拠点 

令和６年２月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

● 

レンチナス奥羽伊勢株式会社 

（八峰町） 

代表者取締役 伊勢 隼人 

経営概況 

経営形態｜しいたけ及び舞茸の生産販売 

施 設 等｜栽培棟３棟、培養棟５棟、菌床製造棟２棟、 

原料格納庫１棟、パッケージ施設１棟 

構 成 員｜役員４名、社員 10 名 

販 売 先｜首都圏百貨店、県内スーパー、EC サイト 
 

レンチナス奥羽伊勢 

● 

● 



 

 

 

 

みんなで創る「みんなのファーム」 

あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

する品種選びが重要。」と話します。齊

藤代表もそのセンスを信頼していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
●令和５年秋田県種苗交換会で農林水産大臣

賞を受賞したダリア（品種：NAMAHAGE パール） 

齊藤代表は、「若い人に働く場所とし

て選んでもらうためには、男女別のトイ

レや休憩室の整備は当然であり、ま

た、職員の心を一つにするため、毎日

の情報共有と話し合いを欠かさない。」

と話します。 
 

▶ これから 

同法人では体験学習やインターンシ

ップ及び各種研修を受け入れ、担い手

の育成にも力を注いでおり、同代表

は、「行政からの補助金の動向も気に

なるところだが、若い人に続けてもらう

ためにも、給与水準の引き上げに取り

組まなければいけない。」と話していま

した。 

▶ きっかけ 

秋田市雄和平沢地区では、高齢化

や小区画農地、担い手不足のため不

作付け農地が増えていました。こうした

中、地域では「基盤整備をして先祖伝

来の農地を守ろう」という気運が高まっ

たことから、市役所を退職した齊藤さん

が中心となり、法人設立発起人会を立

ち上げました。何度も話し合いを重ね、

大規模なほ場整備事業を契機に平成

26 年に４地域（農家 77 戸）をまとめた

（農）平沢ファームを設立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度ふるさと秋田農林水産大賞（秋田

県）を受賞 

 

▶ 取組 

平成 27 年には、秋田県の園芸メガ

団地整備事業を活用し、えだまめ、ね

ぎ、ダリアの生産基盤を整備し、負債

ゼロでスタートするため、農機具リース

や各種補助事業を活用し、設立初年

度から約１千万円の黒字を確保しまし

た。また、施設整備は法人としての体

力が付いてから行うこととし、堅実な経

営を続けています。 

齊藤代表は、継続して農地を守るた

めには地域で支え合うことが重要と考

え、「みんなのファーム」を旗印に地域

の人を積極的に雇用し、定年退職者を

役員に順繰りに加えています。また、

地域内外から若い人がここで働きたい

と集まってきます。 

その一人であるダリア部門で働く佐

藤珠美さんは非農家の出身ですが、６

年前に同法人の門を叩きました。そこ

からダリアの栽培に取り組み、赤字が

続いていたダリア部門を令和３年に初

めて黒字化し、令和４年春から同部問

の部長に就任しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●ダリアの管理をする佐藤部長 

佐藤部長は「花は流行りがあるの

で、情報収集をしっかりと行い、作付け

秋田市雄和の平沢地区では、大規模なほ場整備を契機に「みんなのファーム」を旗印として（農）平沢ファームを立ち上げ、園
芸メガ団地を活用した複合経営を行い、地域に雇用の場を提供しています。地域を基盤とした法人経営のあり方等について、齊
藤代表とダリア部門の佐藤珠美部長にお話を聞きました。 

●

 

東北農政局秋田県拠点 

令和６年１月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

農事組合法人 平沢ファーム 

（秋田市） 

代表理事 齊藤 又右衛門 

経営概況 

経営面積｜田：94ha 

作    物｜水稲、大豆、えだまめ、ねぎ、ダリア 

構 成 員｜役員５人 雇用 30 人 

販 売 先｜JA、直売所 

●  ● 



 

 

     

地域も巻き込んで、漬物文化を承継したい！ 

あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

ード」等に加工販売するため、廃棄さ

れるものはありません。 

▶ これから 

漬物製造業は、食品衛生法の改正

により令和６年までに衛生基準を満た

した加工所の整備が必要です。今まで

「いぶりがっこ」を製造販売している近

所のおばあちゃんたちから、「いぶりが

っこの販売ができなくなる。」という声が

あり、地域の漬物文化がなくなってしま

うのはもったいないとの想いから、クラ

ウドファンディングも活用し、近所のお

ばあちゃんたちとシェアできる漬物加

工所を令和５年 10 月から稼働していま

す。 

こだわりが詰まった「いぶりがっこ」

を、地域も巻き込んで、ココで作ってい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●シェア漬物加工所 

 

（●印写真：加藤さん提供） 

▶ きっかけ 

加藤さんは、大学卒業後、青年海

外協力隊として２年間ケニアで活動

し、その後、兵庫県（淡路島）で地域活

性化等のイベントに 1 年間関わりなが

ら、農業を手伝っていました。 

その後秋田に帰郷し、ケニアや兵

庫県で農業経験もあったことから、秋

田で農業をすることにしました。 

試しに各種野菜の種を蒔いたとこ

ろ、だいこんだけ芽が出たので、地域

の代表的な漬物である「いぶりがっこ」

を作るため、平成 29 年に加藤家の屋

号を取って三吉農園を立ち上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「いぶりがっこ」となる畑のだいこん 

▶ 取組 

畑の雑草は夏まで除草作業を行わ

ず、だいこんの播種前に細断し緑肥と

してすき込んでいます。化学肥料や農

薬を栽培期間中不使用で栽培してお

り、畑に投入するのは「米ぬか」だけ。

漬物作りが上手な近所のおばあちゃ

んたちから作り方を教わりながら、自

家農園ブランドの「いぶりがっこ（GI 登

録）」を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

●いぶり小屋で燻しの工程のだいこん 

「自分で数多くの「いぶりがっこ」を

食べてみて、食品添加物不使用のも

のが好みだったことと、美味しいならそ

の方がいい。」と思ったことから、食品

添加物不使用がこだわりです。 

近所のおばあちゃんたちの「いぶり

がっこ」も合わせて、家族が営む三吉

商店が、イベントや EC サイト等で販売

を行っています。 

細かったり小さかったり、形の悪い

だいこんもそのまま漬け込み、「いぶり

がっこ」の風味を生かした製品として

「いぶりがっこ入りタルタルソース」、

「ふりかけ」、「いぶりがっこ入りマスタ

令和５年 12 月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

三吉農園 

（仙北市） 

代表 加藤 マリ 

経営概況   

経営面積｜畑：60ａ 

作    物｜だいこん 

構 成 員｜父、母、姉、弟 

販 売 先｜展示販売、EC サイト等 

海外でも活躍し、「いぶりがっこ」を作るため就農した女性がいます。クラウドファンディングも活用して空き家を改築し、「そうざ
い製造所」の営業許可を取得。その後も地域の漬物文化が承継されるよう、シェアできる「漬物専用加工所」を今年から稼働し、
地域を巻き込みながら「いぶりがっこ」の仕込みを行っています。 

 

東北農政局秋田県拠点 

三吉農園 

●  ● 



 

 

 

 

「鉄ピザ」を商品化し、阿仁合駅のレ

ストランや同鉄道のオンラインショッ

プで販売しています。 

 

 

 

 

 

 

▶ これから 

宮本さんは、祖父からアドバイスを

受けながら農作業を１人で行う人手

不足の状態であり、農繁期の人員を

確保するため、前職の経験と資格を

生かした「農福連携」を考え、今後北

秋田障害者就業・生活支援センター

の人材派遣制度を利用できないかと

考えています。 

 「今後は、理学療法士の経験を生

かし、農業で障害者の社会参画を後

押しする農福連携を行い、更に地元

の子供たちに収穫体験をしてもらうこ

とも考えている。」と熱い思いを話し

ていだたきました。 

（●印写真：宮本さん提供） 

▶ きっかけ 

宮本さんは、大学卒業後、地域の高

齢者施設でリハビリ担当者として基本

動作の回復に努める手助けをしていた

時に、農作業や体験活動等を行うこと

で、高齢者にも生きがいを感じてもらえ

るのではないかと思っていました。 

高齢となった祖父母に「心と体が豊

かな生活を送ってもらいたい、生きが

いを感じてもらいたい。」との思いから、

一緒に農業をしたいと理学療法士から

農家に転身し、令和３年10月に地区の

名前を取り、「ふかさわファーム」を立ち

上げました。 

▶ 取組 

現在、祖父母から受け継いだ約 20a

の畑で、ししとう、バジル、小豆、かぼ

ちゃ等約 50 品目の野菜を栽培してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

栽培しているししとうは、北秋田市

鷹巣の特産であり、JA に出荷を行うほ

か、野菜は、イベントや EC サイト等で

販売しています。 

昨年 12 月に行われた秋田市のイベ

ントでは、かぼちゃ、小豆、かんしょを

原料に使用した３種類のパウンドケー

キを商品化し、販売しました。 

 

 

 

 

 

 

 

包み紙には、材料の色に合わせたカ

ラフルなものを使用し、新たな市の特

産品となるよう「北秋田市のおいしさを

つめこみました。」とのメッセージが入

っています。 

ししとうを気軽に食べてもらおうと、

羽後町のジャム工房とコラボした、しし

とうに味噌と粒マスタードを合わせた

「SISIMASU（ししマス）」を商品化しまし

た。また、ほうれんそうを使い、秋田内

陸縦貫鉄道や三種町の飲食店とコラ

ボした、鉄分と地元食材にこだわった

生れ育った北秋田市七日市で祖父母が耕してきた畑を受け継ぎ、理学療法士から農家に転身した女性がいます。 
宮本さんは、小学生の頃から祖父母の育てた野菜の出荷作業を手伝っており、幼い頃から農業に興味をもっていたそうです。

今では受け継いだ畑で「ふかさわファーム」を立ち上げ、約 50 品目の野菜を栽培しています。 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年 11 月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

祖父母から受け継いだ畑で挑戦 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

ふかさわファーム 

（北秋田市） 

宮本 昌子 
経営概況 
栽培面積｜畑：20a 

栽培作物｜ししとう、バジル、小豆、かぼちゃ、パプリカ、

いんげん、かんしょ、落花生、ほうれんそう等 

労 働 力｜1 人 

販 売 先｜JA、イベント、EC サイト等 

● 

● 

● 

● 

● 

●SISIMASU 

ふかさわファーム 



 

 

 

生まれ育った秋田で、新たな花を咲かせたい！ 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

▶ これから 

農業は大変なことが多く、定期的な

休みがある会社勤めもいいなと思うこ

ともありますが、自分で時間をコントロ

ールでき、家事の時間や家族と過ごす

時間も作れることが魅力で、子供の学

校行事にも出席できることが良い点で

す。 

また、繁忙期には会社勤めの主人も

手伝ってくれるので、助かっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
●農業は家族との時間も作れることが魅力 

ガンバリが収益に反映される農業

は、魅力のある職業なので、花き栽培

の仲間が増えて欲しいと思います。現

在はユリ栽培や子育てなどで手一杯で

すが、将来的には観光いちご園や、地

域の仲間と花きのメガ団地にチャレン

ジし、規模拡大を目指したいと話してい

ました。 

 

（●印写真：柳沢さん提供） 

▶ きっかけ 

柳沢さんは、高校卒業後首都圏で

働いていましたが、自然豊かな地元の

良さを再認識し、両親と共に農業を行

うことを決心し、平成 25 年鹿角市に戻

りました。市役所から新規就農の支援

事業を紹介されたこともあり、同年新

規就農しました。 

両親は、水稲と葉たばこを栽培して

いましたが、これに加え、同市やＪＡが

推奨しているシンテッポウユリを 20a か

ら始め、現在は30aに拡大しています。 

平成 31 年に目標としていた認定農

業者となり、今年からは、農地利用最

適化推進委員に任命されました。まだ

職務の内容を十分理解していません

が、これから勉強して故郷のために農

地等の利用最適化を推進していきたい

とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●シンテッポウユリを手に取る柳沢さん 

▶ 取組 

シンテッポウユリの栽培には、鹿角

地域の寒暖差が大きい気候が適して

るため、需要期のお盆のほか、出回り

が少なくなる秋彼岸用の切り花としても

人気が高いです。 

また、地域で推奨していることもあ

り、花き分野で新規就農する人が多数

います。 

 

 

 

 

 

 

 

●鹿角市が推奨しているシンテッポウユリ 

栽培当初は、シンテッポウユリの知

識がほとんどなく、分からないことばか

りでしたが、地域で先駆けて栽培を行

っていた生産者に通いながら、知識や

技術を一から学びました。 

シンテッポウユリの栽培は、２月に

JA 施設において花き生産部会員合同

で播種・育苗を行っています。５月の定

植以降に栽培管理を行い、９月頃から

出荷となりますが、定植２年目は、お盆

前に合わせて出荷しています。 

鹿角市で子育てをしながら両親と共に農業経営を行っている女性がいます。これまでの水稲と葉たばこに加え、鹿角市が推奨
しているシンテッポウユリの生産をしています。将来は、地域の仲間と共に、花きのメガ団地にチャレンジし、規模を拡大したいと
いう夢があります。 

● 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年 10 月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

柳沢 幸子 

（鹿角市） 

 

経営概況 
経営面積｜田：５ha 

        畑：１ha 

作    物｜水稲、飼料用米、葉たばこ、花き 

労 働 力｜３名 

販 売 先｜JA 主体 
● ● 

● 



 

 

 

風土醸すお酒で、ワクワクと雇用創出 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

▶ これから 

同社の経営理念である「男鹿の風

土を醸す」には、男鹿の風土を詰め込

んだお酒造りと、そのことを通じて人や

土地を理解し、ワクワクするような事業

を創出し続けることにより、この地が未

来に向けて豊かになっていくことの２つ

の意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●稲とアガベのみなさん 

また、「株式会社男鹿まち企画」を立

ち上げ、オーベルジュ（宿泊施設を備

えたレストラン）を中心とした企画等を

打ち出し、本格的に男鹿駅周辺の活

性化と雇用の創出を図っていくとのこ

とです。 

最高財務責任者（CFO）の齋藤さん

は、「今後、企業として持続していくこと

が重要。」と、永く収益を上げ続けるた

めに地元の産業である農業に密着し

た事業の立ち上げも考えているそうで

す。 

（●印写真：稲とアガベ提供） 

▶ きっかけ 

福岡県出身で兵庫県の大学で経営

学を学んだ岡住さんは、日本酒好きが

興じ、新政酒造（秋田市）で製麹担当

者として勤務するうちに、「いずれは日

本酒に関する事業を立ち上げよう。」と

いう思いが強くなり、退社後の令和３

年に「稲とアガベ株式会社」を興しまし

た。新規の清酒製造免許の取得は難

しいことから「その他の醸造酒免許」及

び「輸出用清酒製造免許」を取得し、

男鹿市に醸造所をオープンしました。 

 

 

 

 

 

 

 

●中央が酒造りのタンク（醸造所内部） 

会社名にある「アガベ」は、テキーラ

の原料になる多肉植物名で、テキーラ

好きの奥様と一緒に立ち上げたプロジ

ェクトということで、この社名になったそ

うです。 

▶ 取組 

同社では、酒造りで使用するお米

は、肥料と農薬を使わない自然のまま

で環境にやさしい栽培をすることで、

割れにくく雑味が出にくくなるため「精

米歩合 90％」とし、お米を最大限に活

かすというこだわりを持っています。 

国内向けには「どぶろく」や日本酒の

製造方法に副原料を加えたお酒「クラ

フトサケ」を製造販売し、輸出した日本

酒はフランスの三ツ星レストランで提

供され好評を得ています。また、「クラ

フトサケブリュワリー協会」を設立し、

男鹿市や首都圏でイベントを行うな

ど、お酒の消費拡大にも力をいれてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

●９月に男鹿市で行われ多くの人が訪れたクラ

フトサケブリュワリー協会のイベント 

お酒の製造過程で生まれる酒粕の

多くは廃棄されていることから、これを

活 用 す る た め に 食 品 加 工 所

「SANABURI FACTORY」を今年４月に

オープンさせ、地元農家から仕入れた

市場に出荷できないりんご等を原料と

して、マヨネーズ風調味料「醗酵マヨ」

などを開発しました。 

令和３年、男鹿駅の近くに「稲とアガベ醸造所」がオープンしました。岡住さんは、自然栽培で米を作り、男鹿の水で仕込んだ酒
を造り、「クラフトサケ」という新しいジャンルを作り、さらに、酒造りを通じて「過疎化の進む男鹿で雇用を生み出す」ため、次々と
新しい企画を立ち上げています。 

● 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年９月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

稲とアガベ株式会社 

（男鹿市） 

代表者 岡住 修兵 

経営概況 
経営面積｜田：90a 

作    物｜水稲 

構 成 員｜社員 18 名 

そ の 他｜日本酒（輸出専用）、クラフトサケ、酒粕加工品、

レストラン、販売所等 

販 売 先｜自社（レストラン、ショップ、EC サイト）、酒販店等 

稲とアガベ 

● 



 

 

 

▶ きっかけ 

千葉県出身の小須田さんは、神奈

川県内の大学を卒業後、都内の IT 企

業に就職しました。システムエンジニア

として毎日夜遅くまで働く生活に疑問

を感じていた時に、大仙市に住む母方

の祖父母が、農業を引退して農地を売

ろうとしていることを知りました。 

子どもの頃に見た秋田の田畑の景

観を守りたいとの思いから、祖父母を

説得し、平成 23 年に大仙市に移住し

て農業を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

●にょきっと土から出てきたアスパラガス 

祖父母のアスパラガス栽培の手伝

いから始め、さらに農業技術の習得を

するため、大仙市の農業研修施設で

畑作の基礎を学びました。今では、引

き継いだ農地（2.1ha）のほか、農地を

購入したり地域の水稲を受託するまで

になりました。 

子どもの頃に見た秋田の景観を守りたくて 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

 

 

▶ これから 

 右も左もよく分からないままがむしゃ

らに働いてきましたが、祖父母や地域

の人たちに支えられて、農業を生業に

させていただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

●夏にはブルーベリーが収穫されます 

水稲の受託面積は今後も増える見

込みのため、直播やドローンを活用し

ながら拡大を図っていきたいと思って

います。条件の悪い水田や野菜作りに

手が回らなくなるという悩みもあります

が、祖父母から引き継いだアスパラガ

ス栽培を軸に、様々な作物にチャレン

ジし、SNS などを使って顔の見える農

園を目指したいと語っています。 

 

 

 
 
 
 
●里芋も栽培しています 

（●印写真：森川農園提供） 

▶ 取組 

農園の名前は、先祖代々受け継が

れてきた田畑をこれから先も繋げてい

きたいという気持ちを込めて、祖父母

の名字である“森川”を使い「森川農

園」としました。 

経営面では、トラクターやコンバイン

は、一緒に作業をしている大規模農家

から借用したり、近隣で使用しなくなっ

たパイプハウスの再利用や、簡易暗

渠を自ら設置するなど、経費節減の工

夫をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

●紅芯大根やわさび菜など様々な野菜を栽培 

作物は同市内の飲食店への売り込

みを何軒も行い、いくつかの店舗にア

スパラガスを納入しています。野菜を

出品しているイベントでは、直売所以

上にお客様の反応が見えるので日々

のモチベーションに繋がっています。 

また、取引先の一つであるイタリア

ンレストランでは、冬場の農閑期にス

タッフとして働いています。 

大仙市に住む母方の祖父母が離農し耕作地を手放すことを知り、子どもの頃に見た景観を守りたいと思い、生まれた千葉県か

ら秋田県に移住して農業に取り組んでいる男性がいます。祖父母のアスパラガス栽培の手伝いから始め、今では引き継いだ農

地のほかに、地域の水稲の受託をするまでになっています。 

 

令和５年８月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

森川農園 

（大仙市） 

代表   小須田 顕 

経営概況 
経営面積｜田：15ha 

畑：0.6ｈa 

作    物｜水稲、アスパラガス、ブルーベリー、さといも等 

労 働 力｜１人、繁忙期臨時雇用５～６名 
販 売 先｜JA、飲食店、EC サイト 

 

こすだ    けん 

森川農園 

● ● 

 

東北農政局秋田県拠点 



 

 

 

 

白神山地の麓から国産羊肉の生産拡大を目指す！ 

あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

▶ これから 

地元耕種農家と連携し、羊の排泄

物を利用したたい肥を使用し、良質

の米やとうもろこし等を生産してもら

い、それらを給餌して羊を育てる

100％秋田県産羊肉の生産拡大をし

ています。 

 

 

 

 

 
 

●耕作放棄地に春から秋まで放牧します。 

 

また、羊肉以外で利用価値が高い

羊毛やムートンの販路開拓のほか、

観光牧場での経験を活かし、羊の毛

刈り体験等のメニューを通じて、羊の 

素 晴 ら し さ

や、家畜とし

ての魅力を多

くの人に伝え

たいと思って

います。 

（●印写真：宮の

羊の牧場提供） 

 

●洋平さんは令和５年で 

毛刈り日本一３連覇を達成 

▶ きっかけ 

新潟県出身の友美さんと栃木県出

身の洋平さんは、二人とも大の動物好

きで、就職先の群馬県の観光牧場で

知り合いました。二人の将来の夢が羊

の牧場経営であったことから、友美さ

んは夢の実現のため北海道の牧場に

転職し、洋平さんはニュージーランドへ

渡り、１年間牧場経営のノウハウを学

びました。 

 

 

 

 

 

 

●将来の夢を熱く楽しく語っていただきました。 

 

帰国後、候補地を検討していたとこ

ろ、藤里町の地域おこし協力隊（応募

者による事業提案型）の募集を知り、

洋平さんが採用されたことから令和３

年４月に家族４人で藤里町に移住しま

した。洋平さんは地域おこし協力隊とし

て活動を始め、友美さんは「宮の羊の

牧場」の代表として、新規就農しまし

た。 

▶ 取組 

友美さんは、就農１年目に同町の大

野岱（おおのだい）放牧場の一画と、

近隣の耕作放棄地を合わせて約５ha

借受け、簡易畜舎を建設し 42 頭の羊

を導入しました。２年目の昨年は秋田

県の支援を受けて畜舎を新設し、現在

は自家繁殖により約 110 頭に増頭しま

した。 

成長の裏には、地域おこし協力隊の

活動の傍ら、牧場長として経営を支え

る洋平さんとの二人三脚による羊の健

康管理や、繁殖に優れた個体を見分

ける観察力と綿密なデータ管理があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

●管理の行き届いた畜舎で餌を頬張る羊たち。 

 

国産羊肉は大変貴重なため、首都

圏のレストラン等からの引き合いも強

く、今年は年間 30 頭の出荷を見込ん

でおり、近い将来は経営が安定する年

間 100 頭の出荷を目指しています。 

長年の夢であった羊の牧場経営を実現するため、令和３年４月に群馬県から藤里町に家族４人で移住し、友美さんは宮の羊
の牧場の代表者として就農しました。本年は繁殖による羊の増頭や出荷を本格化し、夫婦二人三脚で白神山地の麓藤里の地か
ら国産羊肉の生産拡大を目指し、着実に歩みを進めています。 

令和５年７月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

宮の羊の牧場 

（山本郡藤里町） 

代表者 宮野 友美、牧場長 宮野 洋平 

経営概況 

経営形態｜めん羊牧場経営 

飼育頭数｜110 頭 

施 設 等｜畜舎１棟 放牧地 約５ha 

労 働 力｜夫婦２名 

販 売 先｜首都圏レストラン、食肉業者等 

東北農政局秋田県拠点 

● ● 

宮の羊の牧場 



 

 

 

 

秋田の天然資材を活かし、ブランド力をアップ 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

 

 

 

 

 

 
●土づくりの成果は、ずっしりと重い「ナス」に

も現れています 

▶ これから 

新規就農者が相談できる相手は

限られているので、日常的に情報共

有できれば、個々のレベルアップに

も繋がることから、県内の新規農業

者同士でディスカッションできるよう

な場が欲しい。そうした関係の中か

ら、品目ごとのリレー出荷など、新た

な取組を始められたらと話していまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 
●ブランド屋号の「SENTE」のロゴデザイン。 

「 SENTE 」 は 、 「 Special ・ Eco ・ Natural ・

Technology・Each」の略語です。 

「先手」を取るという意味 

にも掛けています 

 

 

▶ きっかけ 

代表の沢田石さんは、1907 年から

続く農家の５代目として生まれ、幼い頃

からいずれは実家の農業を継ぎたいと

思っていました。「一度、外から秋田の

農業を見た方がよい。」という祖父の言

葉に従い、東京農業大学及び大学院

へ進学し、「農業と経営」について深く

学び、平成 29 年に秋田に帰りました。 

 

 

 

 

 

 

●本場京都での研修で技術を身につけ、「九条

ネギ」を生産しています 

 

 その後、秋田市園芸振興センターで

野菜栽培の技術等を身に付け、就農

にあたり、「ブランド経営」と「土壌研究」

の２つを強く意識し、SENTE を興しまし

た。 

▶ 取組 

「ブランド経営」では、商品とブランド

の魅力を上げるため、デザイナーと連

携しブランド屋号として「SENTE」のロゴ

デザインを作りました。 

「土壌研究」では、秋田の天然資材

である秋田杉の炭と木酢液、横手の

八木沢白土、男鹿の海洋水が生んだ

にがりなどを活用することで、土壌と作

物に好影響をもたらすことを発見しま

した。 

 

 

 

 

 

 

●秋田の天然資材サンプルを前に、土づくりの

重要性を語っていただきました 

 

生産は露地とハウスで栽培する野

菜が中心ですが、生産資源を有効に

使いながら、１年を通じて出荷できるよ

う少量多品目栽培を心がけています。

出荷先は、主に県内のスーパーや飲

食店ですが、美味しいと評判となり、バ

イヤーからはもっと欲しいと言われて

います。 

また、技術を磨き美味しい野菜を作

るため、冬期間は県外の先進農家に

出かけています。外から秋田を見るこ

とで、足りないものに気づくことが多い

そうです。 

SENTE 

秋田市で、代々農業を営んでいた祖父の引退を機に実家に帰り、新規就農した人がいます。土づくりに力を注ぎ、土壌に合っ
た野菜作りで人気を高めており、地元の商業高校から講師に招かれオリジナル商品開発の協力や、市や企業等と連携した収穫
祭「KOCCHA KE FEST（こっちゃけふぇすと）」を企画するなど、秋田に新しい風を吹かせています。 

● 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年６月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

SENTE （センテ） 

（秋田市） 

代表 沢田石 武瑠 

経営概況 
経営面積｜田：0.1ha 

          畑：３ｈａ 

作    物｜キャベツ、ナス、九条ネギほか 

構 成 員｜２名、臨時雇用有 

販 売 先｜スーパー、飲食店、直売 

た け る 



 

 

 

 

自給たい肥を使った循環型農業をやってみたい 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

し、家畜保健衛生所からの繁殖検診

巡回指導などの支援もあり、作業が

楽になりました。 

 

▶ これから 

現在は、近隣農家からたい肥と交

換で稲わらを頂いていますが、将来

は自給稲わら（減農薬等の水稲栽

培）を牛に給餌し、そのたい肥を使っ

た循環型農業に取り組み、アスパラ

ガスなどの野菜を栽培してみたいと

思っています。 

畜産は飼料高騰や子牛価格の低

迷など大変なことが多くなってきまし

たが、農業系の学校に進学している

妹弟も畜産に携わりたいと話していま

すので、家族みんなで取り組み、今の

倍ぐらいの頭数に規模拡大したいと

いう夢があります。 

 

 

 

 

 

 

 

●親子二人三脚で 
ガンバっています！！  
 
 

▶ きっかけ 

阿部さんは、中学３年生の時、我が

家に新しい牛舎が整備され、畜産に取

り組む両親の姿を見て自分も将来携

わりたいと思い、普通高校卒業後に北

海道の畜産系の大学に進学しました。

２年生となり、専門的に畜産の勉強が

始まろうとした矢先に父親が亡くなり、

家業の畜産を母親１人でするのは大

変だろうと思い、この年に大学を辞め

て就農しました。 

 

 

 

 

 

 

 

●両親の働く姿を見ていた牛舎 

 

就農１年目は、畜産についての知識

がほとんどなく、分からないことばかり

で、これまで全ての種付け作業を人工

授精師の母親が行っていたこともあ

り、人工授精師を目指して県の講習会

で学び、資格を取得しました。 

▶ 取組 

２年目からは、繁殖牛の種付けから

分娩を自分が担当し、子牛の育成は

母親が行い、作業を分担して取り組ん

でいます。特に受胎率を上げるため太

らせないことや、発情を見逃さないよう

に、尾根部にマーカーで印を付けて牛

をよく観察しています。 

 

 

 

 

 

 

 

●牛をよく観察することで健康状態が
分かります 

 

また、大型特殊免許を取得し、牧草

の収穫などは自分が行っていますが、

牧草を栽培している水田は小区画で

あり、畦畔が多いため大型機械での作

業は大変です。 

振興局のアドバイスで、秋田県の

「コロナ関連緊急対策事業」や「若い担

い手の和牛力向上支援事業」を活用

し、牧草をほぐす機械や給飼機を導入

父親の急逝により、大学を辞めて母親と共に家業の畜産に取り組む女性がいます。就農後、人工授精師や大型特殊免許の資
格を取得し、種付けや牧草の収穫を自ら行い、繁殖牛経営に取り組み今年で３年目を迎えました。将来は、家族みんなで循環型
農業での野菜栽培や飼養頭数を増やし、規模拡大したいという夢を持っています。 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年５月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

阿部 春華 

（雄勝郡羽後町） 

経営概況 
経営面積｜田：2.2ha  

経営形態｜繁殖牛経営  

飼養頭数｜繁殖和牛約 60 頭、子牛年間約 40 頭 

施    設｜牛舎２棟 

作    物｜牧草 

労 働 力｜２名、臨時雇用あり 

販 売 先｜JA 主体 
 



 

 

 

 

生まれたての法人と共に成長 
あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

 

 

 

 

●ねぎの調製作業を行う従業員の皆さん 
 

▶ 法人の新たなチャレンジ 

ねぎを出荷する際は、これまで市

販の結束テープを使用していました

が、令和４年に従業員が考案したひ

よこのキャラクターが目を引く結束テ

ープを導入したところ、一目で同社の

ねぎと認知してもらえるようになりま

した。成田代表は、「地域のたい肥や

三陸産生牡蠣殻を利用した土づくり

など、環境にやさしい農業、おいしい

ねぎ作りに努力している。今後も品

質や味に責任感を持ち、自信を持っ

て販売していきたい。若手には、経

営にも関わるような人材に育って欲

しい。」と意気込みを語ってくれまし

た。 

 

 
 
 
 
 
 

 

●トレードマークのひよこがあしらわれたねぎ

の結束テープ 

 

▶ 就農のきっかけ 

高田翔太さん（能代市出身）は、実

家が農家で、米や野菜を栽培していた

ため、子供のときから農業に関心があ

り、能代松陽高校を卒業後に地元 JA

に就職しました。仕事を通じて農家と接

するうちに自身でも作物を作ってみた

いと思うようになり、JA を退職後、令和

２年４月、「こっこちゃんファーム」に入

社しました。 

成田千尋さん（三種町出身）は、非

農家出身ですが、作物を育てることに

興味があり、旧能代西高(現能代科学

技術高)生物資源科を卒業後、地元種

苗会社に就職しました。しかし、農業へ

の思いがあり、以前から面識のあった

成田代表の勧めで、就農前に能代市

農業技術センターで２年間の研修を経

て、令和５年４月、同法人に入社しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●ねぎ収穫機の上で選別作業を行う千尋さん 

▶ これからの自分たち 

高田さんは、主にねぎのほ場管理

や出荷作業などを任されていますが、

得意分野は、ほ場での機械操作や薬

剤散布などです。「これからはねぎだ

けでなく、他の農作物の栽培にも関わ

りながら、どんな場面でも的確に対処

できる技術を身につけたい。一緒に成

長し、励まし合える若い農業者がもっ

と増えて欲しい。」と話します。 

 

 

 

 

 

 
 

●ハウス内で均平作業を行う高田さん 

 

千尋さんは、高田さんと同じく、ねぎ

のほ場管理や出荷作業を担当してい

ます。「就農一年目の今年は、ほ場に

たくさん足を運び、いろんな農作物の

栽培に関わってみたい。自分なりに勉

強し、農作物の知識や技術を身につ

け、今後は特にオクラの栽培に取り組

んでみたい。」と話します。 

三種町にある「こっこちゃんファーム」は、秋田県園芸メガ団地の一つで、令和２年１月に設立したねぎ栽培に取り組む農業法人
です。ねぎ栽培初心者の従業員たちが、「ひよこ」と同じ様に一から成長していくという思いを込めて、「こっこちゃん」と命名しまし
た。法人と共に成長する２名の若手就農者からお話をお聞きしました。 

●良き先輩の成田圭吾さん（左）、高田翔太さん（中央）、成田千尋さん（右） 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年４月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

株式会社 こっこちゃんファーム 

（山本郡三種町） 

代表取締役 成田 昇 

経営概況 
経営面積｜田 20ha  

畑 13.2ha 

作    物｜水稲、ねぎ、枝豆種子、そば、さつまいも等 

構 成 員｜役員３名、社員５名、臨時雇用８名 

販 売 先｜JA、地元スーパー等 

●成田代表取締役 



 

 

 

 

耕作放棄地を耕し、種を蒔く 

 あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

合同会社秋田里山デザイン 

（男鹿市） 

代表社員 大西 克直 

経営概況 
作    物｜だいこん、ミニトマト、ナス、

かんしょ、落花生、小豆等

15 種類 

構 成 員｜２名 

販 売 先｜イベントのみ（野菜） 

 

 

 

 

 

 
●耕作放棄地から畑に戻り野菜が収穫できる

ようになりました 

▶ これから 

「事業の地固めとしてコーヒー豆

の卸先を開拓しつつ、耕作放棄地の

復元面積の拡大と離農者からの農

地等の引き受けにも取り組んでいき

たい。ゆくゆくは男鹿の里山に人の

流れを作るだけでなく、企業名のとお

り秋田の里山を変えるような取り組

みをしたい。」と、未来にも種を蒔い

ている２人です。 

 

 

 

 

 

 
●今後を語る保坂さん(左)と大西さん(右) 

 

 

(●印写真：合同会社 

秋田里山デザイン提供)  

 

▶ きっかけ 

バリスタ経験のある大西さん（東京

都出身）は、国際教養大学に進学し秋

田で暮らしながら自分のルーツのよう

なところを作りたいと探していたところ、

男鹿の自然や風景に魅了されました。 

保坂さん(秋田県出身)は、県立大学

で農業の勉強をしていましたが、現場

を知るため休学し、男鹿市で借りた耕

作放棄地で野菜作りを行っていたとこ

ろ、イベント先で農業に興味のある大

西さんと知り合い、意気投合し一緒に

農業を始めました。 

２人で農業をするうちに、耕作放棄

地をこのままにしてはいけないといっ

た気持ちが芽生え、里山再生のため

「合同会社秋田里山デザイン」を興しま

した。令和３年 10 月に男鹿市へ２人で

移住し今年で２年目を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

●里山再生のため、耕作放棄地の雑草を刈り取

る２人 

▶ 取組 

同市の里山の耕作放棄地を再生利

用するため、コーヒー豆の販売収益か

ら、野菜の種を購入し、畑を耕し種を

蒔き野菜を育てています。 

同社は、「産地に足を運び直輸入〜

直販を行う」ことを掲げ、グアテマラや

エチオピアで環境に配慮して栽培され

たコーヒー豆を自家焙煎し、「さとやま

コーヒー」のブランドで自社サイトや地

域の協力店で販売しています。大西さ

んは買い付けのためエチオピアを二

度訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

●「さとやまコーヒー」を飲むことで、コーヒー産

地や男鹿市の里山再生に寄与できます 

 

２人は、「農業は、農村の存続に大

きく関わっているし、まちづくりだと捉え

ている。どうイノベーションを起こしてい

けるのかを考えながら、楽しんで農業

をしていきたい。」と話します。 

さとやまコーヒー 

大学在学中に、男鹿市でコーヒー豆を焙煎し、販売収益を活用して耕作放棄地を耕し、農業に参入した２人の若者がいます。２
人はそれぞれ秋田県内の違う大学に通う学生でしたが、あるイベントにスタッフとして参加していたことをきっかけに知り合い、令
和３年７月に里山再生のため、合同会社秋田里山デザインを興しました。 

● ● 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年３月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきたで活きる 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 

住所：秋田市山王 7－1－5 

TEL：０１８－８６２－５６１１ 




